
世田谷区立保健センター 
専門相談課  高次脳機能障害相談支援担当  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷区障害福祉部  障害保健福祉課  発行  

高次脳機能障害がある方とご家族を支える世田谷区内のさまざまな 

支援を紹介しているリーフレットです 

 

 

交  流  
支援者派遣  

 

【世田谷区保健センター以外の配布場所】 

各総合支所保健福祉課、地域障害者相談支援センター（ぽーと）、ケアセンターふらっと、

高次脳機能障害に関わる支援施設・支援機関・医療機関など 

リーフレットの内容 

 

お気軽にお電話ください 

０３－６２６５－７５４８ 
 

月～金曜日  ９：００～１７：００ （土日・祝祭日休） 

 

●電車 

小田急線 梅ヶ丘駅北口から 徒歩５分 

小田急線 豪徳寺駅から 徒歩８分 

東急世田谷線 山下駅から 徒歩８分 

京王井の頭線 東松原駅から 徒歩１４分  

世田谷区立保健センター 

専門相談課  高次脳機能障害相談支援担当  

（指定管理者  公益財団法人  世田谷区保健センター）  

〒１５６－００４３  

東京都世田谷区松原６－３７－１０ 世田谷区立保健医療福祉総合プラザ ２階  

ＴＥＬ ０３－６２６５－７５４８  ＦＡＸ ０３－６２６５－７５４９ 
 

※駐車場（有料）はございますが、台数に限りがあります。

なるべく公共交通機関をご利用ください。 

保健センター 

専門相談課は 

２階です 評 価 

相 談 支援者養成  

ネットワーク 

●バス 

小田急バス(渋 54) 松原から 徒歩 1分 

東急バス(等 13)   梅ヶ丘駅から 徒歩５分 

●高次脳機能障害とは ●病院をみつけたい ●子どものことを相談したい 

●利用できる制度を知りたい ●リハビリをしたい ●通える場所をみつけたい 

●仕事をしたい ●同じ障害がある人たちと出会いたい  

●家族の話を聞いてほしい ●区内支援施設・機関一覧 など 

リーフレット 『世田谷で支える高次脳機能障害』 配布中です 

世田谷区立保健センター 

高次脳機能障害 専門相談窓口のご案内 



相  談  
 

◎ 利用できる方  

 
 

◎ 相談内容  

 
 
 
 

◎ 経験豊かな専門職が対応します 

 

 

 

 

 
 

評 価 
 

専門職が多方面から、評価をします。現在の回復状態を知り、障害の程度、困りごと  

への対策など、ご本人、ご家族、支援者の方々へ助言します。 

 

◎ 神経心理学的検査  

 

 
 

◎ 日常生活動作等の評価  

 

 

 

◎ 職業評価プログラム 「コンパス」 

 

 

 

交流・支援者派遣  

 
  

◎ 失語症サロン （梅ケ丘・玉川・烏山）  

 

◎ 自主グループの活動継続支援  

 

◎ 失語症者向け意思疎通支援者  派遣  

 

◎ 相談会  当事者・家族向け講座  

 
 
 
 

支援者養成・ネットワーク 
 

高次脳機能障害に対応できる支援者を養成するための各講座を実施します。  

 

◎ 高次脳機能障害者ガイドヘルパー 養成講座（年２回） 

 

◎ 失語症会話パートナー 養成講座（年２回） 

 

 

 

◎ 世田谷区  高次脳機能障害者  関係施設連絡会（年 3 回） 

区内の当事者・家族・支援者と顔の見える関係を築き、ネットワークの構築をはかります。  

 

日常生活、仕事、症状、リハビリ、福祉サービスなどのお困りごとをご相談

ください。 面談は予約制です。（電話 03-6265-7548） 

 

服薬管理、金銭管理、家事、外出など生活上の困りごとについて、  

ご自宅にうかがい、実際の生活場面の観察から評価を行います。  

 

『高次脳機能障害』を専門とする医師、作業療法士、言語聴覚士、公認心理士、

理学療法士、社会福祉士等の専門職が、必要な助言・情報提供などを行い

ます。 

 

小グループ(最大 4 人程度 )で、作業評価などを行い、就労・復職するため

に必要なことやその方に合った補完手段を提案します。また、この障害理解

を深めるためのグループワークを行います。 

※月・水・金  １０：００～１５：００  期間はおおむね 4 か月程度です。 

「注意力 」  「記憶力」  「言語 」  「知的機能」  などの認知機能を確認する

ための個別検査です。  

 

脳の病気や事故後のため、受傷前よりお困りごとが増えた方  


